
平成30年度評価結果及び対応状況一覧

評価者
評価
区分

見直し
必要性

説　　　　　明
見直し
の方向

説　　　　　明

小口 要改善

小澤 要改善

村上 要改善

小口 要改善

小澤 要改善

村上 要改善

　県内外からの利用者の増加を図るととも
に、魅力ある施設となるよう、平成31年度か
ら、アンケートの内容の工夫など、より一層
の利用者ニーズの把握、食や農についての
地域との連携や情報発信の工夫等につい
て指定管理者と協議・検討していく。

　また、経費節減も含め、より効率的な施設
運営となるよう、指定管理者の意見も聞く中
で、エリアごとにメリハリをつけた植栽管理
のあり方等について検討していく。

　なお、遊具については、公園施設長寿命
化計画に基づき更新等を行っていくこととし
ているが、さらに、今後の利用状況等を踏ま
えながら適切な対応を検討していく。

H30評価結果
〔２次評価（施設所管部再評価）〕

評価に対する対応状況
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有 　当センターの更なる利用促進を図るため、
速やかに周辺施設との連携強化やPRの拡
大、イベントの充実等の改善に取り組む。

　具体的には、指定管理者のノウハウを生
かしながら周辺施設との連携を強化し、セン
ターの利用促進を図る。

　また、案内チラシ等の配布対象を県内外
の学校等に拡大し、センターの利用促進を
図るとともに、学校等に対して、八ヶ岳南麓
の『冬』の魅力を発信するなど、冬季の利用
促進に取り組む。

　更に、「八ヶ岳環境と文化のむら」の中核
施設として、スポット地区との連携を強化す
ることとし、新たなプログラムの実施を検討
する。また、周辺の県立施設と連携したイベ
ントの実施を検討するとともに、相互にパン
フレットやチラシを設置するなど、利用促進
に取り組む。

　加えて、冬季ならではのイベント等を検討
し、閑散期の利用者増を図るとともに、八ヶ
岳南麓の『冬』の魅力を発信し、冬でも魅力
のある施設であることのPRに取り組む。

　そして、アンケート回収率の向上を図るた
め、利用者に対して積極的に記入の協力を
呼びかけるとともに、回答者へノベルティの
贈呈等を検討する。

実施方
法等の
変更
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